
荒尾ウェルビーイングスマートシティ（防災セキュリティ見守り分野）
生体認証による防災セキュリティ見守り事業 １

・近年の大規模自然災害の増加や登下校途中での見守り対応に対してマンパワー不足等の荒尾市の社会課題に対し
て「安全安心なまちづくりに繋がるシステムの構築」を目指す
・「顔認証」や「教育用タブレット」を活用した児童登下校見守りを中心とした実証実験※令和４年度に行った実証実験（
PoC/PoT）をふまえ、令和５年度以降早期に社会実装するための運用及びビジネススキームを具体化するための活動

運営体制

課題①：児童の登下校における見守り課題
・老年人口割合上昇による見守り担い手不足
・児童の日々の登下校状況を保護者が把握
できていない
課題②：児童・生徒の温度測定における見守り課題
・コロナ感染拡大以降、毎朝の体温チェックの
稼働負担が大きい
・登校中に発熱した場合、検知手段がなく校内
感染リスクがある

また、見守りで活用した顔認証の仕組みを都市OSで
の個人特定・認証に活用し、様々なサービスをシー
ムレスに利用できないか、幅広い方が様々なサービ
スを利用できるようにする観点から、マイナンバーカ
ードを活用した認証についても検討する。

都市の課題
顔認証（温度測定付き）・教育用タブレット活用による登
下校見守り

解決方法

KPI（目標）

荒尾市が暮らしやすいと感じている市民の割合
［R3：73.5%］ → ［R7：80%］

※荒尾ウェルビーイングスマートシティ実行計画9頁参照

※今回の実証実験は防災見守り部会で実施

登下校時に顔認証により児童・生徒の出欠確認、温度
計測をし、そのデータを教職員・保護者が持つ端末に
即時に反映
☞ 保護者の不安感の解消
☞ 教職員の負担軽減

防災見守り部会
<部会代表>

NTTコミュニケーションズ

・対象：熊本県荒尾市（南新地地区）
・人口：約5万人 ・面積：57.37㎢

※南新地地区にて土地区画整理事業(南新地
地区ウェルネス拠点整備事業)が進行中
※有明海沿岸道路の延伸、及び荒尾北IC(仮
称)が新設予定

南新地地区ウェルネス拠点 34.5ha
土地区画整理事業実施中

対象区域の概要



荒尾ウェルビーイングスマートシティ 事業実行計画 ２
さりげないセンシングによるスマートヘルスケア（日常人間ドック、リコメンドサービス等）、エネルギーの地産地消、自治体MaaS（オンデマンド相乗り
タクシー）、パーソナルデータエコシステム等々の技術による各種サービスを創出し、実証実験（PoC・PoT・PoB）を行いながら、事業化の目途付け
できたものから段階的に実装する。R6～R8の街びらきに向け土地区画整理事業を進めている南新地地区ウェルネス拠点での全面実装を目指す。

目指すまちの姿 本事業全体の概要
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スマートごみ回収でごみ
出しが楽、環境にも良い

ウェルビーイングミラーで
、毎日の健康状態が分
かり、お勧めの行動を教

えてくれる

※赤字は
感染症対策

自動運転車がこどもの送り迎え
をしてくれて便利。車内をカメラで
いつでも見られるから安心

電動キックボードがある
からクルマが無くても困ら

ない

ウェルビーイングミラーと
PLRで、毎日自動的に健
康状態管理感染症拡散
を抑制でき、コロナ禍でも
過剰に自粛せずに済む

行政手続きの
デジタル化で、
わざわざ行かなく
て良く密を回避

できる

オンデマンド相
乗りタクシーで
運転できなくて
も移動に困らず
、感染症対策も

安心

家族でお風呂

温浴施設で血流
動態センサー付き
バンドを付け、健康
状態を気付く

自動運転車で塾や部活
の送り迎えが不要、EVで
排ガスが出ず環境にも優

しい

スーパーやコンビニ
のレジが無人

、ストレスなく買い物
でき、密も回避

V2Hで電気代を節約でき
て環境にも良い

停電や災害時の備えにも
なり安心

さりげないセンシン
グと日常人間ドッ
クで、一人暮らし
の親の健康状態が
分かり安心

自治体RE100
エネルギーの地産地
消で環境にやさしい
持続可能なまち

学校
ウェルビーイ
ングミラーで
、学校での
子供の心の
健康管理

ウェルビーイングミ
ラーとPLRで、病
院の受付が自動
化。非接触で感
染症も安心

病院

市役所

子供の
送り迎え食事

ウェルビーイングミラーとPLRで
、体調にあった食事とお勧めのお
店を教えてくれ、健康的な食生
活、地域のお店も潤う

＜南新地地区ウェルネス拠点＞
道の駅 温浴施設 子育て支援施設 アウトドア施設 住宅 公園

＜荒尾ウェルビーイングスマートシティ＞

データ利活用

ヘルスケア モビリティエネルギー 防災・見守り
さりげないセンシ
ングによるスマー
トヘルスケア

「日常の計測→健康
に関する分析→自身
/家族と共有」のコン
セプトをベースにした
健康寿命延伸に繋
がる各種ヘルスケアサ

ービス

自治体
MaaS

AIとスマホの活
用により運行の
効率化を実現し
たオンデマンド相
乗りEVタクシー(
地域で発電した
電力を利用)

パーソナルデータエコシステム
パーソナルデータの安心安全な利活用による
マッチング促進・各種サービス質向上 等

行政手続きのデジタル化
スマホアプリを用いた
乳幼児健診手続き 等

エネルギーの
地産地消

太陽光パネル/蓄
電池/EVの連携
制御による再生
可能エネルギー利
活用マネジメント
サービス

荒尾市民・来訪者・地域事業者

連携

南新地地区にてR6年の街びらきに向け施設開発を検討中の土地区画
整理事業で、各種スマートサービス実装の中心拠点にしていく想定

顔認証による
避難所逃げ
遅れ管理・行
動見守り

避難行動要支援
者の避難状況確
認など、避難者にと
って安全安心な環
境づくり、自動の登
下校状況をリアル
タイム把握できると
共に、不審者通知

ウェルビーイングのコンセプトに
基づくスマートサービスを創出し
荒尾市に実装するプロジェクト

・・・



これまで実施した実証実験の概要 ３

登下校見守り：手ぶらで可能な顔認証による行動見守り
令和5年度以降の実装に向けたｻｰﾋﾞｽ設計、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検証（令和3年度
実証で顕在化した課題をふまえた機能・運用や利用者(児童・生徒/保護者/
教職員等)への提供価値、費用・投資対効果、ﾏｰｹｯﾄｻｲｽﾞをふまえた持続可
能なﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検証）

・顔認証システムを活用した児童登下校見守りなどを中心に、令和３年度実証課題に対するPoT検証及び令和5年度以降早期に社会実装
するための運用及びビジネススキームを具体化するためのPoB検証を行った。
⇒実装に向けた拡張機能として、位置情報活用機能及び校務支援システム連携に関するPoT検証を実施検討
・都市OSとの認証基盤連携については、顔＋マイナンバーカード活用によるPoC/PoT検証を行い、受容性の確認及び様々なスマートシテ
ィサービスをシームレスに利活用できる認証手段としての活用可能性を確認した。

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

データ連携基盤：顔データなどを活用した複数サービス実現
ｻｰﾋﾞｽを利用するうえでの個人特定・認証手段として、顔＋ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ
ｶｰﾄﾞの活用に関する技術検証及び受容性・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検証、
データ連携基盤との将来的な連携を想定した顔認証サービスの分野
間連携（一度の顔情報登録で複数のサービスに顔認証を活用するこ
と）の検討

顔認証による
登下校・
体表温把握

• R3課題（保護者による顔画像事前登録導線の簡略化、顔認証精度、ﾕｰ
ｻﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、体表温測定精度）への対処効果を確認

• 大規模学校でのｽｹｰﾙ検証により単位時間での認証処理可能数を確認

教育用タブ
レット
・

位置情報活用

• 登下校中の位置情報把握、既存リソース（＝教育用タブレット）の利活用
に関する受容性について、保護者・教職員ともに高いことを確認(90%前後、
前者：教職員については保護者同意有/緊急時という条件を含めての値)

• 閲覧権限等個人情報保護･ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ観点での対応が必要である
• 保護者向け機能として、現在地・行動履歴確認＋異常行動時の通知に
関するニーズが大きい

• 教育用タブレットの学習用途利用に関する影響有無について確認
（位置情報取得に係るバッテリ消費、MDM、Webフィルタリング）

安否アンケー
ト・

保護者への連
絡

• 安否確認ツールとして教育用タブレットの活用については、保護者・教職
員ともに受容性が高いことを確認（90%以上）

• 保護者目線では、児童への安否アンケート、安否関連の保護者向け周
知機能に関する受容性は高い（95％以上）

• 既存ツールが学校→保護者の一方的周知が課題であり、送達・閲覧状
況の確認ができる仕組みを希望する意見が示された。

欠席・遅刻連
絡、

健康ﾁｪｯｸの
ICT化

• 保護者の負担軽減観点では、受容性が高かった
欠席・遅刻連絡：90％前後、実際に、特に1校目では夜間・早朝帯に届出
投入されているケースあり／健康ﾁｪｯｸ：80％前後、高学年では児童自身
が対応しているｹｰｽが多いとの声あり

• 教職員観点で、出欠・健康状態のﾃﾞｰﾀが自動で蓄積されること、活用の
可能性があることのﾒﾘｯﾄを挙げる声は多かった。

ビジネスモデ
ル検討

• 教育用タブレットを見守り用途に活用することの有効性を確認
• 保護者のサービスの利用意向を確認（上記４機能がいずれも95％以上、
有料でも利用する割合も一定数あり）

• 教職員の導入期待効果把握（出欠情報把握・管理、汎用性のあるアン
ケートやメッセー機能の利活用）

• 上記４機能の市場ニーズがあることを確認
• ビジネススキームの整理（サービス提供価格やコスト構造に関しては継
続検討）

認証連携
• R3年課題（操作・手順簡略化、利用環境配慮）への対処効果確認
• マイナンバーカード活用の受容性を確認（18/21名：約85%）



今後の取組 ４

今後の取組：スケジュール

・登下校見守りサービスの実装を優先し、令和５年度後半～令和６年度前半での段階的実装を目指す。 （顔認証によ
る登下校・体表温把握、欠席等連絡、安否アンケート）
・令和４年度実証にて受容性の確認ができた機能を追加し、令和５年度にPoT/PoB検証を行う。
・防災分野においては、平時（見守り分野）での顔認証活用を促し、令和６年度以降のビジネスモデル検証を予定。

実証実験で得られた課題

顔認証による
登下校・
体表温把握

＜機能面＞
ｱﾌﾟﾘでの提供、登下校・異常状態の通知機能の実装、認証せず通過
した場合の対応、顔画像品質と登録しやすさの両立、ﾏｽｸ着用/双子
対応の両立
＜運用面＞
児童導線を鑑みた端末設置場所、児童へのﾚｸﾁｬ・ｻﾎﾟｰﾄ、教職員ﾌｫ
ﾛｰ

教育用タブレット
・

位置情報活用

• 現在地・行動履歴確認＋異常行動時の通知機能の実装検討
• 教育用タブレットのバッテリ消費対策をふまえた機能実装が必要
• 個人情報・プライバシー時保護を考慮した機能検討、運用検証
• サービス実装後の運用にあたり、教職員・保護者・地域・自治体の
役割分担の明確化も併せて検討が必要

安否アンケート
・

保護者への連絡

• 低学年対応をふまえ、回答入力→回答完了の手順・UIの分かりや
すさ向上

• 教職員からはすべての児童の安否が確認できることがで有効で
あるとする声が多く、通知音やリマインド等機能面での対応や習
熟・習慣化が必要

欠席・遅刻連絡、
健康ﾁｪｯｸのICT

化

• アプリケーションベースでの提供、UIに関する改善
• 欠席・遅刻届出があった場合のPush通知機能の実装検討
• 全家庭での運用統一、保護者⇔学校間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ／通常欠席
/出席停止の判断のため理由の詳細把握ができる仕組み(ﾌｫｰﾏｯ
ﾄ化、相互連絡)が必要

ビジネスモデル
検討

• “次世代の校務DX”を見据えた校務支援システムとの連携検討
• サービス提供価格体系及びサービス提供コストの精査、ボリュー
ムディスカウント等低廉化に向けた検討

認証連携

• 親和性の高いｽﾏｰﾄｼﾃｨｻｰﾋﾞｽの把握とそれに応じた認証方式選
択や組合せの検討が必要

• 複数サービス間で利用者登録における登録情報やサービス利用
時の認証方式などの標準化

• 都市OS内で認証に必要なデータの取得、保有、流通に係る実装
モデル検討

教育用タブレットの位置情報を
活用した見守り機能の実装検討

・顔認証による登下校・体表温把握
・欠席等連絡
・安否アンケート

R５年度

段階的実装

校務支援システムとの
出欠データ連携検討

PoT/PoB検証
データ連携基盤やスマートシティサービ

スとのAPI連携を見据えた
ビジネスモデル検討

R６年度

＜長期的スケジュール＞

PoT/PoB検証


